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はじめませんか　ごみの減量

　
近
年
、
ご
み
問
題
は
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
生
か
せ
ば
資
源
に
な
る
も
の
を
き
ち
ん
と
有
効
利
用
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

ご
み
の
処
分
に
お
金
が
か
か
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
み
が
増
え
続
け
て
い
る
今
、
ご
み
を
減
ら
す
・
出
さ
な
い
こ
と
が
、
住
み
良
い
地
球
環
境

を
守
り
、
豊
か
な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
市
で
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
昭
和
五
十
年
か
ら
古
紙
回
収

事
業
に
。
六
十
一
年
か
ら
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
（
試
行
中
）
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ご
み

の
増
加
は
竺
上
一
面
に
落
ち
着

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
お
、
清

▲生かせば資源となるものを捨てていませんか

　(n月28日、城南衛生管理組合奥山埋立センターで)

掃
工
場
に
は
白
い
紙
が
、
埋
め
立

て
処
分
地
に
は
新
品
同
様
の
家
具

や
m
製
品
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
こ
哉
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

思
う
ｙ
に
冨
呼
び
起
こ
し
、
捨
て
る

前
に
も
う
一
度
、
「
ご
み
か
皆
源

か
」
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
よ
シ
か
。

　
ご
存
じ
で
す
か

　
ご
み
処
理
費
用

　
市
が
昨
年
度
収
集
し
た
ご
み
は
、

四
万
六
千
ト
ン
。
一
世
帯
当
た
り

八
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
こ
れ
は
小

型
乗
用
車
一
台
に
匹
敵
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ご
み
を
処
理
す
る

費
用
は
、
昨
年
度
十
九
億
円
。
一

世
帯
当
た
り
三
万
三
千
円
の
税
金

が
便
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ご
み
袋
一
つ
（
約
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

処
理
す
る
の
に
百
二
十
二
円
か
か

る
こ
と
に
な
り
未
了
。

十
二
月
市
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
な
ど
十
議
案
を
提
案

　
十
二
月
宇
治
市
議
企
一
定
例
会

は
、
十
二
月
六
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
三

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
と
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算
案
、
条
例
改
正
な
ど

十
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
心
一
計
の
補
正
予
算
額
は

九
億
九
于
ぶ
旦
干
八
万
六
千

円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

四
百
三
十
億
九
千
百
八
十
三
万

八
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

問
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
に
五
億
六
千
万

円
、
京
阪
宇
治
駅
前
交
通
広
場

整
備
事
業
に
伴
う
駅
施
設
等
移

転
補
償
に
十
七
億
円
か
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
新
庁
舎
建
設
事
業
追
加
に
四

　
億
七
千
五
百
万
円

▽
倒
男
ｆ
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ

　
ン
タ
ー
用
地
費
に
四
億
円

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

　
計
へ
の
繰
出
金
（
剱
岳
新
設
）

　
に
五
千
万
円

▽
身
体
暉
害
者
等
移
動
支
援
リ

　
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
導
入
に
四

　
百
六
十
万
円

▽
回
高
市
笠
取
山
の
家
整
備

　
に
五
百
万
円

▽
健
康
診
査
等
委
託
料
追
加
に

　
七
百
五
十
一
万
七
千
円
。

ごみの分別は減量への第一歩です。ごみ

を出すとき、もう一度確認しましよう
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年末の臨時ごみ

申し込みはお早めに

　
年
末
の
大
掃
除
、
庭
木
の
手
入
れ
な
ど

で
、
一
時
的
に
毀
ｍ
に
出
る
ご
み
は
、
有

料
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

　
臨
時
ご
み
は
、
年
内
は
二
十
七
Ｅ
溺
ま

で
収
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
必
ず
二

十
日
溺
ま
で
に
清
掃
事
務
所
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
始
は
一
月
八
日
團
か
ら
収
集

し
ま
す
。

ご協力ありがとうございました

｢中東湾岸復興･難民救済募金｣

137万1,749円総額

　
市
と
宇
治
市
平
和
都
市
推
進

協
議
会
で
は
、
四
月
十
八
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
「
中
東

湾
岸
復
興
・
難
民
救
済
募
金
」

を
実
施
。
こ
れ
は
、
三
月
市
議

会
定
例
会
の
「
中
東
湾
岸
復
興
・

支
援
の
輪
を
広
げ
る
決
議
」
を

受
け
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

呼
び
掛
け
て
い
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
市
庁
舎
玄
関
や

公
民
館
な
ど
市
内
十
一
個
所
に

ｍ
い
た
募
金
箱
の
二
十
七
万
四

千
七
十
四
円
を
は
に
め
、
事
務

局
へ
の
直
接
募
金
な
ど
、
総
額

百
三
十
七
万
千
七
百
四
十
九
円

と
い
う
多
額
の
募
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
十
一
月
二
十
一

日
、
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支

部
を
通
じ
、
同
社
本
社
に
寄
託

さ
れ
ま
し
た
。
同
社
で
は
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
湾
岸
関
係
募

金
を
プ
ー
ル
し
、
赤
十
字
国
際

委
員
会
（
ス
イ
ス
）
の
要
請
夕
受

け
て
必
要
な
物
資
（
粉
ミ
ル
ク
・

医
薬
品
な
ど
）
を
調
達
し
、
中

東
へ
送
り
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼

甲
レ
上
げ
ま
す
。

オ
ー
ム
社
書
店
（
近
鉄
大
久
保
駅
東
側
）

は
十
二
月
十
七
日
で
閉
店
す
る
た
め
、

市
役
所
連
絡
業
務
を
十
二
日
出
か
ら

休
業
し
ま
す
。
市
で
は
、
代
わ
っ
て
新

た
な
連
絡
所
を
設
置
の
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市民課(内線282)
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ごみの減量

あなたも工夫を！

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
、
わ

ず
か
な
努
力
と
エ
夫
が
、
ご
み

を
減
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
・
・
・

▽
工
夫
そ
の
１

　
　
新
聞
・
雑
誌
は
街
に
あ
ふ

　
れ
て
い
る
森
林
資
源
で
す
。

　
地
域
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

　
ご
み
に
出
京
ｙ
、
古
紙
回
収

　
に
。

▽
工
夫
そ
の
２

　
　
生
ご
み
の
大
半
は
水
分
で

　
す
。
十
分
、
水
を
切
っ
て
か

　
ら
出
Ｌ
笙
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
。
　
　
　
４

　
　
　
　
　
‰
隋
≒

▽
エ
央
そ
の
３

　
　
ご
み
の
約
三
割
は
包
装
材

　
で
す
。
買
い
物
に
は
袋
を
持

　
っ
て
行
っ
た
り
、
簡
単
な
包

　
装
で
済
ま
せ
た
り
す
る
な
ど
、

　
無
駄
を
省
海
蛋
し
ょ
う
。

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

　
　
　
　
　
　
◇

　
ご
み
の
減
量
は
、
処
理
費
用
の

節
減
は
も
と
よ
り
、
地
球
上
の
資

源
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
こ

と
で
す
。
日
ご
ろ
何
げ
な
く
出
し

て
い
る
ご
み
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
と
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
も
つ
た
い
な
い
」
と

　
思
う
心
を

　
現
代
社
会
は
、
穴
隙
大
量
消
費

型
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
は
、
地
球
が
四
十
億
年

の
間
に
貯
え
て
き
た
穴
隙
を
、
惜

し
げ
も
な
く
消
費
し
て
い
今
上
に

もえないごみ

　ビン一缶類。プラスチンク・ビニ

　ール類.

発泡スチロール、紙オム

　ツ、すべ・ヤカン類、小3i電化裂

　品,

陶is.

ガラス頂、ゴム・皮革

　裂品、灰。蛍尤管、電球、自転車、

　カーペット,

ふとん（少量）など

　rt"i.゛゛7°　　　カミソリ・針など

　ﾐﾇどﾐEIｼ5　はガムテープか厚

　N5ss　　miっっむ。

　　ぐ瓦口　　スプレー缶は必ず

　（Ei?ときr穴をあけてっぶ瓦

　　　　　　　カーペット1360

リ　　　cm四方の大きさ

　　　て4slに切ろ。

　　　　　　　自転車は必ざくご

｛slalχJi》み＞と表示をして

　　　　　　　出弓。

　　　　－　　ガラス■

篭球など

zjJkj饗?は厳重に包み≪f}}

　－ぶ‘*　　れ物〉と表示する。

　　β　　　灰は水でしのら廿

乙４合ご夫ぢ紅゛

　テレビ・電子レンジリレームク

　ーラーの３種は「PCB除瓦斉」

　のステッカーを表示し石か弓出

　す。くわしくは清掃事務所まで。

収集できないもの

　バイク、タイヤ､危険物（葵品類、

　灯油、ガスボンベなど）,

消火器、

　ヱ砂などは収集でさま廿ん。

もえるごみ

　台所のごみ｡紙＜ず､木ロ:m.草

　類(少量)、亡湛､掃除機のごみ、

　食用油など

　　　　右所のこ剱は必ず

JS??9ｼ　水切りをしてごみ

‰七々iへ。

　　　　少星の木切れ･刈

沸ヰごはひeでく

　　　　食用油は少量ずつ

　喘ﾐi§ゝ　紙が布にしみ込ま

　　r^　せて出言。

　　　　掃除機のごみはﾉ八

Sb石器ぎ之

　　　　古紙(新聞･雑誌

　dii;11RIダンボベレ)は古

　　　　紙回収へ。

使用済み乾電池は

　便用済み乾～也は透明のビ二づし

　茫茫

　集積場所へこ扨と分けて出す。

臨時ごみ(有料)

　　　　　家具､大型電

　ｓ　;＼

H　･､。･　　化製品｡ベツ

　fぐ?IUk11∃lド､タタミな

　　ヽ"　　どの粗大ごみ

　や引葱し.

整理などの一時多量ご

言回

　月する｡清掃事務所までお電話を゜、

市長インタビュー

夢とロマンのまちづくり

　文化都市・宇治市

1月2日（木）午前10から15分間KBS京都・UHF34ch

テ
レ
ビ
広
報

新
春
特
別
番
組

市役所連絡所

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
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●
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市
民
の
ひ
ろ
ば

市
役
所
の
代
表
番
号
は
電
話
2
2
・
3
1
4
1

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
冬
休
み

　
こ
ど
も
映
画
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
5
日
困
、
午
前

1
0
時
Å
‥
‥
一
時
半
と
午
零
政
子
３

時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
展
示
集
会
室
▼
上
映
作
品
・
：

腹
ぺ
こ
童
子
、
吉
四
六
芦
ん
、
い

ぶ
孔
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
（
い
ず
れ

も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
▼
入
場
料

・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同
館

（
容
2
0
・
1
4
1
1
）
へ
。

　
ク
リ
ス
マ
ス

　
お
楽
し
み
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
4
日
㈹
、
午
後

２
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
：
先
着

２
０
叉
▼
内
容
：
人
形
劇
＝
人

形
劇
サ
ー
ク
ル
「
ち
ゃ
つ
み
」
、
紙

芝
居
、
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
参
加
費
・
：

無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ

ー
（
豊
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
Ｈ
日
團
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
▼
内
容
…
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
ほ
か
▼
対
象
・
：
３
、
４
歳
児

▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ

…
同
館
（
容
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

　
お
は
な
し
た
ま
て
ぱ
こ

　
▼
と
き
・
血
月
1
4
日
出
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
▼
対
象
・
：
子
供
か
京
〈
人

ま
で
▼
内
容
・
・
・
昔
話
・
絵
本
・
物

語
な
ど
の
素
話
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
大
西
雅
子
さ
ん

（
S
2
4
・
4
8
0
7
）
へ
。

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
市
で
は
、
こ
の
程
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
て
、

市
民
四
百
八
十
人
を
対
象
に
、

『
消
費
者
意
識
調
き
を
実
施
。

内
容
は
消
費
者
行
政
、
環
境
問

題
、
食
牛
活
、
訪
問
販
売
な
ど

の
五
項
目
に
わ
た
っ
て
い
康
司

　
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

を
お
知
ら
せ
し
と
子
。

　
エ
コ
マ
ー
ク
を

　
生
活
に
生
か
そ
う

　
「
地
球
に
や
さ
し
い
商
品
」
に

付
け
ら
れ
て
い
る
『
エ
コ
マ
ー

・
ク
（
下
図
）
』
に
つ
い
て
は
、
五

四
％
の
人
が
知
っ
て
い
る
と
回

答
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
、
エ
コ

了
‐
ク
付
き
商
品
を
買
う
ふ
つ

心
掛
け
て
い
る
人
は
三
八
％
と

少
な
く
、
全
体
に
占
め
る
割
合

で
は
、
わ
ず
か
一
八
％
で
し
た
。

　
一
方
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原

　
在
宅
老
人

　
家
族
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
１
９
一
月
1
4
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
明

星
園
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
・
・
ね
た
き
り
考
人
の
起
こ

し
方
・
移
動
の
に
芳
（
実
技
含
む
）

▼
講
師
…
宇
治
明
星
園
職
員
▼
参

加
費
・
：
無
料
▼
送
迎
・
：
会
場
へ
の

送
迎
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

あ
る
こ
と
は
、
八
一
％
の
人
が

知
っ
て
い
ま
し
た
。

　
3
0
％
の
人
が

　
せ
っ
け
ん
を
使
用

　
市
で
は
、
環
境
や
健
康
ｕ
ｖ

る
た
め
、
合
成
洗
剤
よ
り
も
せ

っ
け
ん
か
使
っ
て
い
た
だ
ぐ
よ

う
啓
発
に
努
め
て
い
康
司
今

Ｉ
に
連
絡
し
、
午
後
１
時
4
5
分
に

京
阪
宇
治
駅
前
に
集
合
▼
申
し
込

み
・
：
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
2
3
・
6
1

1
5
）
へ
。

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
6
日
出
、
午
前

９
時
半
～
午
後
１
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
で
ｆ
ｔ
体
に
障
害
夕
痔
つ
人
▼

定
員
・
：
先
着
2
5
人
▼
内
容
・
：
お
せ

ち
料
理
作
り
と
交
流
会
▼
指
導
…

栄
養
士
・
岡
本
幸
子
さ
ん
▼
参
加

費
・
：
５
Ｊ
Ｏ
円
▼
持
ち
物
・
：
米
１

合
、
三
角
良
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

汲
ん
▼
申
し
込
み
・
：
1
8
日
出
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
容
2
2
・
５

６
５
０
、
フ
ァ
ク
ス
2
3
・
0
8
5

7
）
へ
。

　
国
民
年
金

　
保
険
料
の
免
除

　
自
分
で
保
険
料
夕
納
め
る
第
一

号
被
保
険
者
の
う
ち
、
失
業
や
病

気
な
ど
酒
収
入
が
少
な
ぐ
、
保
険

料
を
納
め
ら
元
な
い
人
に
は
、
そ

の
状
況
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

半
の
人
が
古
紙
回
収
な
ど
に
出

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
な
ど
の
汚
染
原

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
、
使

い
古
し
の
食
用
油
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
紙
に
玖
幻
せ
た
り
固

め
た
り
し
て
ご
み
に
出
し
て
い

る
人
が
六
五
汽
回
収
に
出
し

消
費
者
意
識
調
査
か
ら

　
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
！

因
が
整
髪
用
ス
プ
レ
ー
な
ど
に

襲
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
で

Ｉ
エ
コ
マ
ー
ク

尹
゜

回
の
調
査
で
は
、
洗
濯
大
尽

の
洗
剤
に
せ
っ
け
ん
盈
便
っ
て

い
る
人
は
三
〇
％
あ
り
、
昨
年

よ
り
三
％
増
え
て
い
未
了
。

　
古
紙
や
廃
食
用
油
は

　
適
切
に
処
理

　
古
新
聞
や
古
雑
誌
な
ど
の
処

分
に
つ
い
て
は
、
ご
み
に
出
し

て
い
る
人
は
三
％
だ
け
で
、
大

て
い
る
人
が
七
％
、
そ
の
他
せ

っ
け
ん
作
り
や
ほ
か
の
料
理
に

利
用
し
て
い
る
人
が
二
八
％
で
、

流
し
や
河
川
に
直
接
捨
て
て
い

る
人
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
身
近
な
こ
と
か
ら

　
行
動
し
ま
し
よ
う

　
「
地
球
に
や
さ
し
い
牛
屈
と

し
て
、
戸
ん
な
こ
と
に
心
掛
け

『京都の自然200選』
募集中
身近な自然を残すために

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
福

祉
年
金
課
国
民
年
金
係
（
内
線
２

９
９
-
C
O
O
i
―
I
）
へ
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

て
い
車
ふ
」
と
の
問
い
に
は
、

古
紙
や
缶
・
瓶
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
実
行
が
第
一
位
で
、

節
電
や
節
水
な
ど
に
多
く
の
人

が
努
力
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
球
的
規
模
で
考
え
、
星
万

か
ら
行
動
に
求
コ
ー
こ
れ
が

今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

る
大
き
な
課
題
で
す
。
『
地
球

の
環
境
を
守
る
』
と
言
う
と
、

何
か
途
方
も
な
い
こ
と
の
ぷ
っ

に
思
い
が
ち
で
す
が
、
行
政
や

企
業
の
取
り
組
み
と
乙
Ｂ
せ
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

牛
活
を
少
し
見
直
す
だ
け
で
、

そ
れ
は
本
夕
液
善
さ
れ
未
了
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
多
く
の

人
が
問
題
意
識
か
痔
っ
て
行
動

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
、
よ
り
多
く

の
人
が
『
身
近
な
こ
と
か
ら
６
　

動
し
て
い
く
』
こ
と
が
極
め
て

重
要
な
の
で
す
。

　
府
で
は
、
自
然
環
境
を
守
る

意
識
を
高
め
、
豊
か
な
京
都
を

将
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的

に
「
京
都
の
ぱ
然
２
０
０
選
」
選

定
事
業
奮
竹
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
地
域
の
象
徴
的
な
存
在

と
し
て
住
民
に
親
し
奔
れ
、
環

境
保
全
な
ど
の
観
点
か
ら
、
貴

重
で
長
く
保
存
す
べ
き
だ
と
思

わ
れ
る
動
物
の
生
息
地
夕
羅
一
薦

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
推
薦
対
象
・
・
・
Ｏ
動
物
（
は

乳
類
・
鳥
類
・
は
虫
類
・
両
生

類
・
魚
類
・
昆
里
な
ど
）
の
生

息
地

　
▼
５
募
資
格
…
府
内
に
在
住

　
小
・
中
学
校
講
師

　
登
録
者
を
募
集

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・

中
学
校
の
講
師
登
録
者
夕
剪
集
し

て
い
未
了
。
教
育
職
員
免
許
夕
痔

ち
（
免
許
取
得
予
定
者
も
可
）
、
登

録
盈
搦
墨
る
人
は
、
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
か
記
入
し
、
写

真
夕
ほ
っ
て
、
教
育
委
員
会
総
務

課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
4
5
、
内
線
４

６
４
）
へ
直
接
か
郵
送
で
。

　
Ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
左
表
の
講
座
の
受
講
者
を

募
集
中
で
す
。
た
だ
し
、
ワ
ー
プ
ロ

ＯＡ講座の内容・日程

講座名 期間 曜日 時　間
回数
(回)

定員
(人)

受講科
　(円)

／ヾソコン口－タスi;3初剛
1/8～1/29 水･土 IS:30～21:00 ６ 20 7.800

パソコン卜一シック初級）1/5～3/8日 13:00～15:30 10 10 13,000
パソコン
　(C言IS中級)

1/12～2/16 日 9:30～12:00 ６ 10 7,800

ワープロ
　　(初級)

1/6～1/21
H･火

木･金

6～10日9:30

　　　～15:30

そのｲ也9:30～12:00

14 20 10.000

か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

　
▼
応
募
方
法
・
・
・
所
定
の
用
紙

　
（
宇
治
地
方
振
興
局
、
宇
治
保

健
所
、
市
役
所
環
境
保
全
課
に

あ
り
未
了
）
に
推
薦
す
る
場
所

の
写
真
か
添
え
て
、
1
2
丹
2
8
日

出
ま
で
に
京
都
府
環
境
対
策
室

　
（
豊
０
７
５
一
４
１
４
一
4
7
0

6
）
へ
。
選
定
さ
れ
た
場
所
を

推
薦
し
た
人
に
は
記
念
品
欠
贈

り
手

　
▼
問
い
m
せ
・
：
宇
治
保
健

所
（
豊
2
1
・
2
1
9
1
）
か
市

役
所
環
境
保
全
課
（
内
線
３
０

７
）
へ
。

（
初
級
）
講
座
は
1
5
日
面
か
ら
営
け

付
け
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
セ
ン

タ
ー
（
豊
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。

　
第
４
回

　
市
民
観
光
ツ
ア
ー

　
▼
と
き
・
：
４
年
１
月
1
9
日
面
、

午
前
９
時
1
5
分
集
合
～
午
後
４
時

解
散
（
い
ず
れ
も
観
光
セ
ン
タ
ー
）

▼
見
學
先
…
萬
福
寺
、
『
喜
撰
山
発

電
所
（
バ
ス
利
用
）
▼
対
象
…
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
▼
定
員
・
・
・
先
着

１
０
叉
▼
参
加
費
・
：
無
料
（
昼

食
・
お
茶
は
各
自
持
参
）
▼
応
募

方
法
…
往
復
は
が
き
で
㈲
宇
治
市

観
光
協
会
・
市
民
観
光
ツ
ア
ー
係

（
〒
6
1
1
宇
治
塔
川
２
）
へ
。
往
信
用

は
が
き
の
裏
面
に
は
申
込
者
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
３

人
ま
で
連
記
可
）
を
、
返
信
用
は

が
き
の
表
面
に
は
申
込
者
（
代
表

者
）
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と

▼
応
募
期
限
・
：
1
2
月
1
7
日
脚
（
当

日
消
印
有
効
）
▼
問
い
合
わ
せ
…

同
曼
二
き
2
3
・
3
3
3
4
）
へ
。

地
域
医
療
の
在
り
方
を
考
え
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
Ⅲ
を
開
催

　
二
十
一
世
紀
忿
明
る
く
豊
か

な
長
寿
社
会
に
す
る
に
は
、
地

域
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
充
実
が
大
切
な
課
題
で
す
。

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
″
シ

ョ
ン
ー
パ
ー
ト
ｍ
は
、
去
る
九

月
に
「
宇
冶
市
長
寿
社
会
プ
ラ

ン
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
夕
受

け
て
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

地
域
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
連
携

の
在
り
方
を
更
に
掘
り
下
げ
、

市
民
・
行
政
一
体
と
な
っ
た
地

域
医
療
の
進
む
べ
き
方
向
を
考

専用バス時刻表(≫^μ茲謡町l it)

え
ま
す
。

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
1
日
出
、
午

後
１
時
～
ｔ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
入

場
・
：
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

▼
定
員
…
４
０
叉
▼
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
…
行
天
良
雄
さ
ん

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）
▼
パ
ネ
フ

１
・
：
樋
口
恵
子
さ
ん
（
評
論
家
・

里
只
家
政
大
学
教
授
）
、
山
折
哲

雄
さ
ん
（
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
）
、
松
田
恒
知
さ

ん
（
宇
治
久
世
医
師
会
会
長
）
、

　大久保コース
｢ヘルパイ３号車』
停留所 時間

名　　木 12: 15

緑　ヶ　原12: 17

緑ヶIS a 12: 19

近鉄大久保12: 22

J R新田駅 12: 23

城南高校 12:25

神　　明 12:26

城南荘 12:27
西　　町 12:28

宇治市役所12: 30
琵琶台口 12: 31
折居台口 12: 32

文化センター

小倉･伊勢田コース

　｢ヘルパイ２号車』

停留所 時間

浮　　面 12: 15

名木北口 12:16

西小倉 12: 17

北山住宅 12: 18

小倉住宅 12:20

近鉄小倉 12: 22

小　　倉 12:23

蔭　　山 12: 24

宇治郵便m 12:25

ユ二千力 12: 26

総合庁舎 12:28

宇治市役所 12:29

琵琶台口 12: 30

折居is口 12:31

文化セン9 ー

大
北
幸
平
さ
ん
（
市
民
代
表
・

宇
治
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
理
事
長
）
、
徳
永
力
雄
さ
ん

（
宇
治
市
医
療
費
白
書
｀
穆
者
・

関
西
医
科
大
学
教
授
）
、
中
野

兵
爾
（
宇
治
市
助
役
）
。

　
整
理
券
は
、
市
役
所
の
国
民

健
康
保
険
課
と
高
齢
者
福
祉
課

の
窓
口
、
市
内
各
公
民
館
、
西

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

竪
福
祉
会
館
に
あ
り
未
了
。

　
ま
た
、
当
日
は
会
場
ま
で
の

専
用
バ
ス
を
運
行
し
康
司
帰

路
も
終
了
後
（
午
後
４
時
4
5
分

ご
ろ
に
会
場
か
田
発
）
に
、
逆

コ
ー
ス
で
運
行
し
ま
ゐ
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
停
留
所
は
、

京
阪
宇
治
交
通
の
バ
ス
停
と
同

じ
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康
保

険
課
給
付
係
（
内
線
５
１
４
）

か
高
齢
者
福
祉
課
医
療
係
（
内

線
３
２
６
）
へ
。

　東宇治コース

｢ヘルパイ１号車」

停留所 時間

幼稚園前 12:00

中住宅 12:01

御蔵　山 12:02

西住宅 12:03

御　　園 12：05

町　　並 12: 07

御蔵山参適 12: 08

木　　幡 12:09

木幡山手町 12: 10

南　木幡 12: 11

病　院前 12: 12

黄　　槃 12: 13

平野町 12: 14

黄槃公園 12: 15

二番割 12: 16

黄槃　台 12: 17

隼上　り 12: 18

森　　本 12: 19

三室　戸 12: 20

宇治車庫 12:21

京阪宇治 12: 22

宇治僑西詰 12 24

J R宇治駅 12: 25

総合庁舎 12: 27

宇治市役所 12: 28

琵琶台口 12: 29

折居台ロ 12:30

文化センター

なくそう飲酒運転

１月10日(金)まで

年末年始の交通事故防止活動

　
年
末
年
始
は
何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

し
ぶ
し
、
お
酒
は
、
視
力
や
反
射
神
経
か
鈍
ら
せ
、
非
惨
な
事
故

政
男
題
こ
す
原
因
と
な
り
庫
ｙ
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
飯
む
な
」
舎
徹
底
し
、

φ●
Ｓ
・

飲
酒
運
転
を
な
ぐ
し
ま
し

　
ま
た
、
「
会
合
で
お
酒

か
田
さ
な
い
」
「
事
前
に

車
で
来
な
い
よ
之
伝
え
る
」

な
ど
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ

な
い
環
境
つ
く
り
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

].338

年
末
・
年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
活
動
実
施
中
１
月
1
0
日
（
金
）
ま
で

年
の
瀬
の
心
に
ス
キ
あ
り
ご
用
心

こ
ど

も

福
祉

年
金

お
知

ら
せ

老
後
を

ど
う
生
き
る
か

胃がん検診実

実施中％9
申し込み・問い合わせ　高齢者

福祉課健康管理係（内線360

・505）へ
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